
事業名

政策体系上の
位置付け

事業の概要

基本目標Ⅳ
　経済・社会の変化に伴い多様な働き方が求められる労働市場において労働者の職業の安定を図る
こと
施策目標３
　労働者等の特性に応じた雇用の安定・促進を図ること
施策目標３－１
　高齢者・障害者・若年者等の雇用の安定・促進を図ること

　（政策等への反映の方向性）
　　評価結果を踏まえ、平成21年度予算概算要求において所用の予算を要求する。
　　（概算要求額：29百万円）

【達成すべき目標、測定指標、目標期間、測定結果　等】

　大学間・学生間の格差の拡大が認められる大学等卒業者の就職環境を踏まえ、大学等就職担当職
員の技能向上を図るためのマニュアル開発、講習等の支援を新たに実施するとともに、学生職業総
合支援センターシステムの強化等により、未内定学生と未充足求人のマッチングの促進を図るた
め、以下のとおり実施する。
　ア  大学就職支援機能サポート事業の実施
　イ  大卒未充足求人を活用した未内定学生に対するマッチング促進策
　ウ  大学生の就職・採用選考活動のあり方に係る検討会議の開催

【評価結果の概要】

施策に関する
評価結果の概
要と達成すべき
目標等

（整理番号　５）

平成２０年度事業評価書（事後）要旨

評価実施時期：平成２０年８月 担当部局名：職業安定局若年者雇用対策室

大学及び大学生に対する就職支援の強化

（１）有効性の評価
有効性の評価
大学生の就職支援の中心となる大学の就職指導担当者等を対象とした就職指導担当者

セミナーの開催やマニュアルの提供等の支援を行うことで、大学独自の就職セミナーの
開催やキャリアカウンセリングをはじめ、低学年からの職業意識啓発・未内定学生に対
するサポートの強化が図られるなど、各大学において学生に対する就職支援体制が整備
された。

、 、 、その結果 大卒就職者の就職率の上昇 及び就職も進学もしない無業者の割合の低下等
就職状況に改善が見られており、本事業が有効であったと評価できる。

（２）効率性の評価
効率性の評価
本事業を推進する中でハローワークの有するノウハウが普及し、主体的な就職支援を

実施できる大学が増加することに伴い、予算の見直しを行うことによって効率的に事業
を実施している。

アウトカム指標
（達成水準／達成時期）
※【 】内は、目標達成率（実績値／達成水準）

Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９
１ 大学新規卒業者の就職率 93.1 93.5 95.3 96.3 96.9

（単位：％） 100％ 100％ 102％ 101％ 【101％】【 】 【 】 【 】 【 】
（ ）前年度以上／平成19年度

（調査名・資料出所、備考）
資料出所：大学等卒業予定者就職内定状況等調査（厚生労働省、文部科学省共同によ

るサンプル調査）による。
備考：各年度の就職率は、卒業した年の４月１日現在の実績である。

アウトプット指標
（達成水準／達成時期）
※【 】内は、目標達成率（実績値／達成水準）

Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９
１ マニュアル等配布大学数 702 709 726 744 756

（単位：校） 【－％】 【－％】 【－％】 【－％】 【－％】
（－）

（調査名・資料出所、備考）
備考：

・本省・各都道府県労働局からの配布実績である。
・マニュアル等についてはすべての大学への配布が前提であることから、目標達成

率等は設定していないものである。
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